
集
会
は
歌
川
執
行
副
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
で
開
会
。
主
催
者

を
代
表
し
地
本
大
沼
委
員
長
は

年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
と

共
に
、
地
方
本
部
が
抱
え
る
諸

課
題
と
そ
の
克
服
に
向
け
て
地

本
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
闘
う

こ
と
を
呼
び
か
け
た
。

【
左
記
囲
み
】

続
い
て
、
エ
リ
ア
本
部
武
笠

調
査
部
長
が
「
12
春
闘
と
私
た

ち
の
課
題
」
と
題
し
た
講
演
を

行
な
っ
た
。
武
笠
氏
は
、
私
た

ち
を
取
り
巻
く
国
内
外
の
情
勢

や
JR
各
社
の
状
況
、
各
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
等
の
主
張
や
国

労
の
具
体
的
闘
い
の
方
針
を
説

明
。
そ
の
上
で
、
「
JR
東
日
本

で
5
千
円
の
賃
上
げ
を
行
な
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
原
資
は
3

億
円
（
約
6
万
人
×
5
千
円
）

で
あ
り
、
内
部
留
保
金
3
兆
2

千
億
円
の
０
・
０
１
％
に
過
ぎ

ず
、
賃
上
げ
は
十
分
に
可
能
で

あ
る
」
と
し
、
我
々
の
要
求
に

応
じ
よ
う
と
し
な
い
会
社
を
批

判
。
最
後
に
、
「
職
場
は
労
使

協
調
路
線
の
下
、
合
理
化
が
進

み
個
人
主
義
に
陥
り
矛
盾
が
激

化
し
て
い
る
。
組
織
的
多
数
に

な
ら
な
け
れ
ば
、
抜
本
的
な
要

求
の
前
進
は
な
い
。
そ
の
た
め

に
も
組
織
拡
大
運
動
に
全
力
を

尽
く
そ
う
」
と
訴
え
た
。

集
会
は
エ
リ
ア
本
部
に
対
す

る
質
疑
（
仙
総
支
部
・
渡
辺
一

則
氏
）
の
後
、
山
形
・
郡
工
・

福
島
の
各
支
部
か
ら
こ
の
間
の

取
り
組
み
の
報
告
を
行
な
っ
た
。

続
い
て
、
地
本
五
十
嵐
書
記

長
が
、
12
春
闘
勝
利
を
始
め
と

し
た
運
動
の
展
開
と
組
織
強
化
・

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一

括
し
て
提
起
し
、
代
表
者
ら
に

意
思
統
一
を
要
請
し
た
。

更
に
全
体
討
論
で
は
、
小
桧

山
（
郡
山
保
線
）
、
代
田
（
郡

山
信
通
）
、
八
木
沼
（
米
沢
連

合
）
、
能
登
井
（
新
庄
連
合
）
、

佐
藤
（
仙
台
保
線
）
、
桜
井

（
仙
総
・
組
立
）
の
各
氏
が
発

言
、
地
本
執
行
部
と
エ
リ
ア
本

部
が
答
弁
を
行
な
っ
た
。

山
形
県
支
部

佐
藤
山
形
連
合
分
会
長

▼
若
手
社
員
と
の
関
わ
り
。
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
交
流
や
他
労

組
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
。

▼
懇
親
会
等
で
は
、
国
労
の
現

状
を
隠
さ
ず
に
伝
え
つ
つ
も
、

「
数
は
少
な
い
が
、
要
求
で
は

多
数
派
の
つ
も
り
。
意
見
を
聞

か
せ
て
も
ら
い
た
い
」
「
も
し

国
労
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な

る
の
か
。
そ
れ
で
も
良
い
と
思

う
か
」
等
々
を
訴
え
、
ま
た
冬

期
団
交
の
内
容
な
ど
を
突
合
せ
、

一
定
の
共
通
認
識
を
持
て
た
。

郡
工
支
部
橋
本
書
記
長

▼
放
射
能
問
題
。
支
社
は
団
交

で
、
「
高
濃
度
の
放
射
線
量
区

域
は
な
い
」
と
し
て
き
た
が
、

支
部
独
自
で
の
測
定
で
は
高
い

数
値
も
測
定
さ
れ
た
。
こ
れ
以

上
の
被
曝
は
避
け
た
い
と
の
思

い
か
ら
総
務
科
に
放
射
線
対
策

の
要
請
を
行
う
も
、
会
社
は

「
支
部
と
の
交
渉
ル
ー
ル
は
な

い
」
と
受
け
付
け
ず
、
敷
地
内

で
の
組
合
運
動
は
昼
休
み
も
認

め
な
い
と
い
う
姿
勢
。

▼
外
注
化
反
対
の
闘
い
と
合
わ

せ
、
闘
う
姿
勢
を
貫
く
こ
と
で

組
織
拡
大
に
結
び
つ
け
た
い
。

仙
総
支
部
高
橋
書
記
長

▼
新
書
記
長
に
。
過
日
の
大
会

か
ら
報
告
し
た
い
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
若
手
と

の
交
流
。
飲
み
会
も
含
め
た
交

流
は
出
来
て
い
る
。
で
は
「
次

は
ど
う
す
る
の
か
」
が
課
題
。

▼
エ
ル
ダ
ー
社
員
と
の
つ
な
が

り
を
持
ち
継
続
加
入
を
。
同
時

に
労
働
条
件
改
善
が
急
が
れ
る
。

▼
直
・
外
区
分
の
見
直
し
。
団

交
で
整
理
さ
れ
た
も
の
が
守
ら

れ
て
お
ら
ず
問
題
。

▼
昇
進
等
試
験
の
差
別
是
正
の

取
り
組
み
の
強
化
を
。
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12
・
12

第
3
回
地
本
執
行
委
員
会
・
支
部
代
表
者
会
議

12
・
13

第
1
回
春
闘
事
務
局
会
議

12
・
17

第
28
回
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
・
第
19
回

業
務
部
長
会
議
・
婦
人
部
常
任
委
員
会

12
・
18

東
本
部
検
修
合
理
化
ブ
ロ
ッ
ク
別
代
表
者
会
議

12
・
22

震
災
支
援
御
礼
・
豪
雨
災
害
調
査
報
告
交
流
会

12
・
26

団
交
（
3
月
ダ
イ
ヤ
改
正
提
案
）

12
・
27

合
理
化
対
策
会
議

1
・
7

12
春
闘
勝
利
活
動
家
交
流
集
会

1
・
12

第
4
回
地
本
執
行
委
員
会

1
・
12

第
2
回
春
闘
事
務
局
会
議

1
・
14

山
形
地
区
集
会
兼
赤
旗
開
き

 
地
方
本
部
は
１
月
7
日
、
新
春
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
12
春

闘
勝
利
！
活
動
家
交
流
集
会
」
を
榴
ヶ
岡
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
催
し
た
。
集
会
に
は
各
支
部
と
分
会
の
代
表
者
が
出
席

し
、
12
春
闘
勝
利
に
向
け
た
諸
活
動
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
積

極
的
に
討
論
を
行
な
っ
た
。

▼
集
会
の
目
的
は
①
春
闘
情

勢
の
認
識
②
職
場
で
の
取
組

み
の
意
思
統
一
。

▼
現
場
で
の
取
り
組
み
を
振

り
返
り
、
教
訓
を
今
春
闘
や

組
織
拡
大
に
活
か
す
こ
と
に

集
中
し
よ
う
。

▼
各
分
会
は
、
具
体
的
要
求

の
取
り
ま
と
め
を
行
う
と
同

時
に
組
織
の
現
状
を
点
検
す

る
こ
と
。

▼
昨
年
は
震
災
の
影
響
で
具

体
的
な
取
組
み
を
行
な
っ
た

機
関
は
少
な
か
っ
た
が
、
現

場
長
と
の
話
し
合
い
を
行
な
っ

た
職
場
も
あ
り
、
少
な
く
と

も
要
求
が
前
進
し
た
と
い
う

こ
と
を
確
認
し
合
い
た
い
。

▼
こ
の
運
動
と
取
組
み
を
全

体
で
確
認
す
る
の
が
3
月
の

国
労
東
北
集
会
、
仙
台
総
行

動
。
組
織
の
5
割
動
員
の
目

標
は
、
年
休
等
の
休
日
で
は

あ
る
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
意

識
し
て
の
参
加
動
員
で
も
あ

る
。
自
分
た
ち
が
出
来
る
こ

と
を
し
っ
か
り
や
り
き
る
こ

と
が
大
事
。

▼
原
発
事
故
。
本
日
の
新
聞

報
道
で
は
、
「
最
悪
の
シ
ナ

リ
オ
」
が
記
載
さ
れ
て
い
た

が
、
福
島
原
発
4
号
機
の
燃

料
プ
ー
ル
の
燃
料
棒
が
溶
融

し
た
場
合
、
２
５
０
㎞
圏
内

の
避
難
が
必
要
と
想
定
さ
れ

て
い
た
と
い
う
。
福
島
、
宮

城
は
当
然
な
が
ら
東
京
も
避

難
圏
と
な
る
。
こ
う
し
た
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
誰
が

ど
の
よ
う
な
責
任
を
取
る
の

か
、
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。

 
ま
た
Ｔ
Ｖ
報
道
で
は
、
米

国
の
（
事
故
を
想
定
し
て
の
）

原
発
建
設
指
針
が
紹
介
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
日
本
で
は
そ

の
条
件
に
合
う
場
所
は
な
い

と
い
う
。
つ
ま
り
当
時
の
政

府
は
目
を
瞑
っ
た
の
で
あ
り
、

事
故
発
生
当
時
の
東
電
副
社

長
は
「
安
全
対
策
に
膨
大
な

資
金
を
投
入
す
る
こ
と
は
出

来
な
か
っ
た
」
と
言
い
、
政

府
は
「
安
全
対
策
は
企
業
の

責
任
」
と
主
張
し
、
責
任
の

な
す
り
合
い
を
し
て
い
る
の

が
現
状
。
一
方
で
私
た
ち
は

長
い
間
、
無
関
心
で
い
た
の

で
は
な
い
か
。

▼
放
射
能
問
題
で
は
労
働
者

の
環
境
の
問
題
と
し
て
会
社

と
協
議
し
て
き
た
が
、
思
う

よ
う
に
進
ま
な
い
が
諦
め
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

▼
橋
下
大
阪
市
長
と
民
主
前

原
氏
の
対
談
で
は
、
大
阪

「
都
」
に
し
て
、
国
際
競
争

に
打
ち
勝
て
る
経
済
を
大
阪

か
ら
発
信
す
る
と
主
張
し
て

い
た
。
し
か
し
競
争
に
負
け

れ
ば
、
ま
た
は
日
本
が
勝
っ

て
も
負
け
た
国
は
・
・
・
。

こ
う
し
た
こ
と
で
良
い
の
か
。

▼
世
の
中
に
は
様
々
な
課
題

が
あ
る
が
、
何
を
問
題
に
し

て
、
ど
う
す
れ
ば
「
人
が
人

を
思
い
や
れ
る
社
会
や
職
場
」

を
作
れ
る
の
か
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
な
い
か
。

挨拶する大沼委員長

退
職
の
お
知
ら
せ

11
月
30
日
付

赤
間

邦
夫
さ
ん

仙
台
駅
連
合

Ｔ
Ｓ
Ｓ
榴
ヶ
岡

12
月
31
日
付

大
友
光
吉
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区

Ｔ
Ｓ
Ｓ
仙
台

三
塚

倫
司
さ
ん

小
牛
田
駅
連
合

Ｔ
Ｓ
Ｓ
新
田

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た



11
年
6
月
頃
か
ら
議
論
が
始

ま
っ
た
。
こ
の
取
組
み
（
線
量

測
定
）
の
目
的
は
、

①
現
場
で
は
対
応
し
き
れ
な
い

問
題
で
あ
り
、
要
求
を
ま
と
め
、

団
体
交
渉
で
主
張
し
て
い
く
。

②
会
社
の
責
任
で
放
射
線
量
を

測
定
し
、
線
量
が
高
い
箇
所
の

対
策
を
求
め
て
い
く
。

③
取
組
み
を
通
じ
て
他
労
組
に

も
国
労
へ
の
理
解
を
し
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
で
開
始
し
た
。

7
月
14
日
の
団
交
で
は
、
第

1
項
目
の
「
労
働
環
境
と
し
て

の
会
社
の
認
識
に
つ
い
て
」
の

追
及
だ
け
で
2
時
間
を
費
や
し

た
。
私
た
ち
が
準
備
し
た
根
拠

や
、
「
若
い
社
員
、
特
に
女
性

の
健
康
を
真
剣
に
考
え
て
ほ
し

い
」
と
い
う
追
及
に
対
し
、
会

社
は
「
政
府
や
国
、
自
治
体
等

の
指
示
等
を
踏
ま
え
対
応
す
る
」

と
い
う
回
答
。
つ
ま
り
、
「
国

が
定
め
る
警
戒
区
域
や
特
定
避

難
勧
奨
区
域
に
東
北
本
線
沿
い

は
該
当
せ
ず
、
対
策
も
測
定
も

し
な
い
。
年
間
20
ｍ
㏜
に
達
す

る
環
境
は
な
い
。
現
時
点
で
は

こ
れ
以
上
の
事
は
回
答
で
き
な

い
」
と
。

原
子
力
保
安
院
か
東
京
電
力

と
交
渉
し
て
い
る
の
か
と
思
え

る
ほ
ど
、
会
社
の
一
歩
も
譲
ら

な
い
強
い
意
志
、
壁
を
感
じ
る

交
渉
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
水
戸
支
社
の
仲
間

と
交
流
す
る
機
会
が
あ
り
、
水

戸
支
社
で
も
4
月
時
点
で
は
30

キ
ロ
の
避
難
準
備
地
域
に
は
立

ち
入
ら
な
い
と
い
う
通
達
が
出

さ
れ
て
い
た
が
、
5
月
に
は
、

「
20
キ
ロ
圏
内
に
も
必
要
が
あ

れ
ば
手
続
き
を
取
り
立
入
る
」

と
変
わ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
具

体
的
取
扱
い
で
は
、
警
戒
区
域

内
で
の
業
務
で
の
一
日
当
た
り

の
上
限
が
1
ｍ
㏜
！
（
年
間
放

射
線
量
の
管
理
基
準
は
20
ｍ
㏜
）

で
、
仮
に
1
ｍ
㏜
を
6
時
間
で

割
る
と
、
１
６
６
μ
㏜
/
ｈ
！

に
も
な
る
値
だ
。

福
島
第
一
原
発
で
の
作
業
員

の
一
日
の
上
限
値
は
3
ｍ
㏜
と

聞
く
が
、
そ
れ
に
及
ば
な
い
ま

で
も
、
と
て
つ
も
な
い
高
い
線

量
で
の
作
業
も
考
え
て
い
る
。

企
業
の
意
思
、
資
本
の
論
理

が
感
じ
ら
れ
、
中
通
り
地
区
の

職
場
環
境
な
ど
は
、
避
難
地
区

と
し
て
指
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

仙
台
支
社
は
全
く
問
題
な
い
と

い
う
、
本
社
の
意
思
が
そ
こ
に

あ
る
と
考
え
る
。

8
月
に
組
合
で
購
入
し
た
線

量
計
で
測
定
を
開
始
。
線
量
を

色
づ
け
し
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る

作
業
を
始
め
た
。

実
際
に
計
測
し
て
、
「
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
な
数
字
」
は
な
い
が
、

こ
れ
も
実
測
し
て
分
か
っ
た
こ

と
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
会
社

の
責
任
で
計
測
し
、
安
全
を
確

認
す
べ
き
こ
と
だ
。

現
在
は
、
一
日
の
累
積
線
量

も
計
測
し
て
お
り
、
例
え
ば
、

郡
山
市
在
住
で
、
仕
事
を
本
宮

方
面
で
し
て
き
た
Ａ
さ
ん
の
一

日
累
積
が
14
μ
㏜
で
あ
っ
た
。

単
純
に
３
６
５
日
を
か
け
る

と
、
年
5
・
1
ｍ
㏜
も
仕
事
で

被
曝
す
る
こ
と
に
な
る
。

今
後
の
課
題
。
調
査
し
た
高

線
量
箇
所
を
、
会
社
に
対
し
対

策
（
休
憩
所
の
例
で
言
え
ば
、

休
憩
所
と
し
て
適
当
か
）
を
引

き
続
き
求
め
て
い
く
。

ま
た
深
沢
に
JR
ア
パ
ー
ト
が

あ
る
が
、
比
較
的
高
い
数
字
が

出
て
お
り
、
自
治
会
長
名
で
会

社
に
対
策
を
求
め
て
い
る
。

地
域
で
の
運
動
の
拡
が
り
を

展
望
し
つ
つ
、
引
き
続
き
会
社

に
対
し
対
策
を
求
め
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
郡
山
・
小
桧
山
通
信
員
】

第２６１８号 国労せんだい ２０１２年１月２５日

団結 抵抗 統一

 
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
、
深
刻
な
放
射
能
汚
染
の

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

 
住
居
は
勿
論
の
こ
と
、
労
働
環
境
（
駅
舎
な
ど
あ
ら
ゆ
る
構

造
物
、
線
路
等
）
も
被
曝
し
汚
染
さ
れ
、
今
後
の
健
康
被
害

（
社
員
と
そ
の
家
族
）
な
ど
、
目
に
見
え
ぬ
恐
怖
に
晒
さ
れ
続
け

て
い
る
。

国
労
は
こ
の
事
態
を
重
く
見
て
、
い
ち
早
く
会
社
に
対
し
て

申
し
入
れ
（
国
労
申
19
号
）
を
行
い
、
対
処
・
改
善
を
求
め
た

が
、
既
に
業
務
部
情
報
や
国
労
せ
ん
だ
い
紙
上
で
報
告
さ
れ
て

い
る
通
り
、
会
社
は
「
働
く
箇
所
に
高
線
量
箇
所
は
な
い
」「
線

量
を
測
定
す
る
予
定
は
な
い
」「
国
や
自
治
体
の
基
準
に
従
う
だ

け
」
と
全
く
社
員
家
族
の
健
康
を
慮
る
気
配
す
ら
な
い
。

 
こ
う
し
た
会
社
の
対
応
を
見
て
、
福
島
県
支
部
は
こ
れ
ま
で

測
定
し
て
き
た
放
射
線
量
の
デ
ー
タ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
今
後

の
闘
い
に
活
用
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。


